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７ 月 定 例 教 育 委 員 会 会 議 録 （ 要 点 ）  

 
日    時 

場    所 

 

出席委員 

 

 

会議に出席した

者の職･氏名 

 

 

 

傍聴人 

 

議 題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小澤教育長 

 

 

 

 

－各委員－ 

 

小澤教育長 

 

 

小澤教育長 

 

 

令和７年７月 31日（木）午後３時 00分 

庁舎第３別館２階 会議室 

 

教育長 小澤和樹、委員 山本泰正、委員 髙橋典子、 

委員 竹田美和、委員 野間真美  

 

副教育長 越智政徳、教育政策局長 青野光尚 

教育大綱推進課主幹 﨑山憲一、学校教育課長 井上洋 

生涯学習課長 瀬尾孝志、学校給食課長 渡部信一、 

教育大綱推進課長補佐 松岡敏一 

 

なし 

 

１ ６月教育委員会会議録の承認 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 教育長報告 

４ 議題 

議案第 42 号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価について 

議案第 43号  今治市青少年センター運営審議会委員の委嘱につ

いて 

議案第 44号 今治市公民館運営審議会委員の委嘱について 

 

午後３時00分、開会を宣す。 

 

日程番号１、６月定例教育委員会の会議録を承認してよいか

問う。 

  

承認する。 

 

 日程番号２、会議録の署名委員に、竹田委員、野間委員を指

名する。 

 

日程番号３、教育長報告を行う。 

 

質疑がないか問う。 
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－各委員－ 

 

 

小澤教育長 

 

 

﨑山教育大綱推進課主幹 

 

 

小澤教育長 

 

髙橋委員 

 

 

小澤教育長 

 

－各委員－ 

 

小澤教育長 

 

－各委員－ 

 

小澤教育長 

 

 

 

瀬尾生涯学習課長 

 

 

 

小澤教育長 

 

－各委員－ 

 

小澤教育長 

 

－各委員－ 

 

 

質疑なし 

 

＜議題審議＞ 

「議案第42号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検

及び評価について」説明を求める。 

 

―「議案第42号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点

検及び評価について」説明― 

 

質問がないか問う。 

 

P20の「ICT化が進む現代社会でも、」を削除、P28の「教

室」を「自教室」に修正、句読点等の修正について指摘。 

 

質問がないか問う。 

 

なし 

 

承認してよいか問う。 

 

承認する。 

 

 「議案第43号 今治市青少年センター運営審議会委員の委嘱

について」「議案第44号 今治市公民館運営審議会委員の委嘱

について」説明を求める。 

 

―「議案第43号 今治市青少年センター運営審議会委員の委

嘱について」「議案第44号 今治市公民館運営審議会委員の委

嘱について」説明― 

 

質問がないか問う。 

 

なし 

 

承認してよいか問う。 

 

承認する。 
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小澤教育長 

 

山本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小澤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小澤教育長 

 

その他に質問がないか問う。 

 

7月 29日に開催された愛媛県市町教育委員会連合会総会で、松山

東雲女子大学の友川先生が講演された。 

だれ一人取り残さない教育行政という観点から、非常に論理的に

まとまった講演であった。スクールソーシャルワーカーの役割を理

解して、人を採用・配置し、その実施状況を教育委員会は確認して

いく必要がある。講演の中であった事例では、専門的な知識を持っ

た人が必要で、今治市でも必要な場合は、改善していかなければな

らないと感じた。講演後に友川先生と話した際に、「全校に校内サポ

ートルームを設置しているのは、今治市教育委員会だけです。県内

他市町の見本になると思う。」と高く評価されていた。スクールソー

シャルワーカーと学校と保護者と子ども、そこに専門家も踏まえ

て、教育委員会の大事な業務として対応し、今治市は先駆者として、

だれ一人取り残さない教育行政をこれからも充実させていかなけ

ればならない。 

 

スクールソーシャルワーカーの効果的な活用について、県内 20

市町のスクールソーシャルワーカーの配置状況や持っている資格

などの状況を一覧にして、講演された。配慮を要する子どもたちの

ために事後的な対応ではなく、予防的な対応ができるよう、学校と

教育委員会とスクールソーシャルワーカーの関り合いが大事で、不

登校などにつながらないように予防的に家庭や子どもを支援する

取り組みが必要ではないかという話であった。先ほど山本委員より

話があった内容は、先日の教育委員会の課長会で情報共有し、市長

部局と連携しながら配置について検討していく。 

 

もちろん現在配置されているスクールソーシャルワーカーの

方々は、頑張っていただいているが、場合によっては、専門的なサ

ポートも必要であると思う。私の経験として、昔勤務していたとこ

ろで、新規採用した社員が心の病気になった際に、専門医に相談を

したところ、私が良かれと思った助言が本人のためになっていない

と指導を受けた。そういったことから、専門家に任せることが必要

だと痛感した。現在、今治市でも専門の資格を持っている人が必要

な場合には、人材採用のための処遇改善や育成などを考えていかな

ければならない。 

 

 今回の総会の際に、株式会社ハラプレックスの原社長に来てもら

い、キャリア教育誌の紹介と紙面の充実に向けた 20 市町でのキャ
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小澤教育長 

 

リア教育の取り組みや中学校でのアンケートへの協力依頼を行っ

たことを報告する。 

他に質問がないか問う。 

 

午後３時31分、閉会を宣す。 

 

 

 


